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津田大介をはじめ関係者へのロングインタビューで見えてきたものとは？
　「あいちトリエンナーレ2019」の中止事件。電話攻撃（電凸）、脅迫メールで展示が中止され、展示
内容の是非とともに二分された世論の沸騰が注目を集めた。
　本書は一研究者一個人の視座から、つぶさに展示中止から一部再開に至る経緯をたどり、実行委員
会がどう対処したか、行政の検証・検討委員会がなにを判断したか、政治の動き、県・市の見解と対
応が極端に別れた経緯、再開にこぎつけた舞台裏、文化庁助成がなぜ取りやめ発表に至りなぜ減額復
活したのか？　などなど「トリエンナーレ事件」の顛末にまつわる多くの “なぜ ”を解明する。
行政の文化事業、文化施設関係者にとってリスクマネジメント、ダメージコントロールに必読。
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序　章　あいちトリエンナーレ2019
第１章　あいちトリエンナーレでなにが起きたのか
第２章　中止展示にまつわる当時の議論の整理
第３章　なぜ「表現の不自由展・その後」の展示中止が、起きたのか。
第４章　なぜ展示を再開できたのか。
第５章　税金を使い、《平和の少女像》のような政治性・社会性の強い
　　　　芸術作品を展示することが､美術館･芸術祭等で認められるのか。
第６章　文化庁の補助金不交付決定が認められるのか。
第７章　「あいちトリエンナーレあり方検証･検討委員会」を検証する
第８章　「あいちトリエンナーレ名古屋市あり方･負担金検証委員会」
　　　　を検証する
第９章　芸術祭とアーツカウンシル
第10章　芸術祭の危機管理　―表現の自由を守るマネジメントとは？

なぜ世論は　分断されたのか！？
なぜ中止に追い込まれたのか？
なぜ展示を再開できたのか？
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